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平成 25 年度 公益社団法人 北海道臨床工学技士会総会が開催されます。会員皆様には多数

の出席をお願いいたします。総会議案書および委任状につきましては後日送付予定ですが、委

任状の回収には毎年大変苦慮しております。都合により出席できない方は、委任状を期限内に

必ず返信くださいますようご協力をお願いいたします。 

 

会期：2013 年   5 月  26 日（日）  
会場：KKR 札幌医療センター 3 階第 1 会議室 

発行人：室橋 高男 

〒060-8543 

北海道札幌市中央区南１条西１６丁目 

北海道公立大学法人 

札幌医科大学附属病院 臨床工学部 

TEL  011-611-2111 

 

道内の各臨床工学技士養成校の成績優秀者に贈られる平成 24年度 公益社団法人 北

海道臨床工学技士会会長賞が、24 年度の卒業生の中から以下の 4 名に決定されました。 

 

北海道ハイテクノロジー専門学校  臨床工学技士学科  村上 徹郎さん 

北 海 道 工 業 大 学  医療工学部  医療福祉工学科  望月 康香さん 

札幌医学技術福祉歯科専門学校  臨床工学技士科  佐藤 礼奈さん 

吉田学園医療歯科専門学校  臨 床 工 学 科  吉田 晃大さん 

 

4 名の方、受賞おめでとうございます。今後の臨床工学技術の向上、さらには医療業

界全体への発展を目指し、ご活躍を期待しております。 
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公益事業推進委員会 

委員長 齊藤 高志 

 

１． 1．はじめに 

公益事業推進委員会は北海道臨床工学技士

会が公益社団法人化した平成 22 年に、当技士

会による公益的な事業を企画運営する目的で

発足しました。発足当初から一般施設に配備

されている AED が適正に管理される為の啓

蒙活動を行ってまいりました。本報告では

AED 設置者に対して平成 23 年から実施して

いる日常点検講習の活動実績現況について報

告させて頂きます。 

２． 2．AED 日常点検講習の概要 

2013 年 1 月現在、当委員会は道内各地の臨

床工学技士 13 名で構成されており、講習は受

講希望施設に最も近い委員が中心となりなが

ら、各地で講習活動にご理解を頂いている技

士にお手伝い頂き実施しています。 

講習は委員 2～3 名が受講施設へ赴き、臨床

工学技士の紹介と共に以下の点について実例

を交えながら行っています。 

1) 保管・管理状況の確認、アドバイス：AED

の保管状況、消耗品の管理状況から不足

している部分を指摘し、施設の状況に応

じた改善策を提案しています。 

2) 厚労省通知（「自動体外式除細動器

（AED）の適切な管理等の実施につい

て」医政発第 0416001 号・薬食発第

0416001 号、H21.4.16、厚生労働省医政

局長・医薬食品局長連名）に沿った管理

方法の周知：交換周期に応じた消耗品を

管理、点検記録の必要性について講習し

ています。 

申込みから講習実施、講習後の報告までの

一連の流れはマニュアル化、統一書式化され

ており、これらを委員会内で共有することに

より事例の蓄積、改善点の討議に役立ててい

ます。また、国内で販売されている AED す

べてに対する操作、点検方法に習熟する為に、

メーカーに協力頂き委員向け保守管理研修会

を定期的に開催しています。 

3．AED 日常点検講習の実施現況 

開始当初はどのように案内をするべきか暗

中模索の状況でしたが、委員がそれぞれに講

習先を開拓し、講習件数を増やしており、平

成 24 年末時点で 22 施設・1 研修会（旭川市

教育委員会主催の研修会内で旭川市内の小中

学校 53 校の教頭職を対象に講演を行った事

例）で講習を実施しています（図 1 参照）。詳

細は道臨工ＨＰ内、当委員会のページを併せ

てご覧ください。 

※北海道庁との連携：平成 24 年 3 月に総

務省北海道行政評価局が出した要請「AED の

設置の推進、設置情報の周知及び維持管理の

適切化」の中で、『札幌市内のAEDのうち13%

が正常に使用できない恐れがある』との調査

結果が公表されました。この結果を受け、北

海道保健福祉部長名で AED の適切な維持管

理の徹底を要請する通知（医薬第 448 号「自

動体外式除細動器（AED）の設置の促進等に

ついて」H24.5.1 および医薬第 1897 号「自動

体外式除細動器（AED）の適切な管理の徹底

について」H24.9.14）が出され、この中で当

委員会の活動が北海道庁の目的に合致するも

のとして紹介されました。道庁保健福祉部 医

療薬務課のホームページにも当会のことが掲

載されております。

(http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/iyk/AED.

htm 「AED の点検をしていますか？」にリ

ンクされています）結果、本講習への周知が

進み、問い合わせや講習実施件数に反映され

ています。本年 1 月には北海道庁内で講習内

容の紹介および実績報告を行い、関連施設へ

の紹介を要請しています。訪問時の様子は北

海道庁のブログ『超！！旬ほっかいどう』

（http://plaza.rakuten.co.jp/machi01hokkai

do/diary/201302060001/）に掲載されていま

す。 

4．AED 日常点検講習の効果 

 講習の前後で AED の日常点検に対する意

識を調べるアンケートを実施しています。平

成 24 年末までに実施したアンケート結果は

以下の通りです。 

■AED日常点検講習の際に実施しているア

ンケート結果（平成 24 年末までに実施した

20 施設からの回答） 
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【講習前】 

(1) AED の正常・異常がわかるインジケー

タが存在している事について 

知らなかった…20.0% 

(2) 電極パッドに使用期限があることについ

て 

知らなかった…30.0% 

(3) バッテリに使用期限があることについ

て 

知らなかった…20.0% 

【保管・管理状況】 

(1) インジケータ表示「正常」…100% 

(2) 消耗品交換時期表示ラベルの設置あり

…80% 

(3) 本講習受講前から AED の日常点検を実施

していた…35% 

【講習受講後】 

(1) 日常点検は必要と考えるか 

必要と考える…100% 

(2) 日常点検を面倒と感じるか 

面倒とは思わない…85% 

(3) 日常点検を難しいと考えるか 

簡単である…95% 

 

AED に日常点検が必要である事、電極パッ

ドやバッテリに使用期限がある事を知らなかっ

た施設も、講習を受講してそれらへの理解が深

まったとの感想を頂いています。AED の使用方

法についても質問が多数寄せられており、この

講習が AED を使用するにあたっての不安感を

払拭することに役立っているのではないかと感

じています。 

AED 日常点検講習は委員会内で事例の蓄積

や効果的な講習方法を検討しつつ、件数を増や

していく所存です（ご家族、お知り合いの勤務

先等で AED の日常天譴に興味がある企業、施

設がございましたら当委員会までご連絡下さ

い）。活動については本年の日本臨床工学会でも

報告を予定しております。また、講習活動以外

に一般市民を対象とした AED の適切な管理方

法に関する講演も企画しております。 

委員一同、各自の勤務を縫って講習活動に勤

しんでいる所ではありますが、北海道庁からの

宣伝協力を得た公益性の高い活動との自負を持

って活動して参りたいと考えております。会員

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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◆RM ニュース◆ 
 

＜札幌市消防局 酸素ボンベ開け忘れ防止

のため、操作不要装置導入へ＞ 

 札幌市消防局が火災現場から心肺停止状態の

男性(58)を搬送する際、手動式の人工呼吸器と接

続する酸素ボンベのバルブを開け忘れ、男性が 2

日に死亡した問題で、市消防局は 5 日、バルブを

操作する必要がない新酸素吸入装置を今月末ま

でに導入すると発表した。1 台約 5 万円で、全 31

救急隊に配備する。 

 消防局によると、従来の装置は酸素ボンベの元

栓を開けた後、酸素流量を調節するバルブを開け

ないと高濃度の酸素が手動式の人工呼吸器に送

られなかった。新装置は、元栓を開けると自動的に

酸素が呼吸器まで送られ、使用分の酸素が再び自

動的に補充される。 

 市内では昨年 4月にも同様の酸素バルブの開け

忘れ事故があり、市は新たな機材導入の検討を進

めている最中に今回の事故が起きた。消防局は 7

～9日に救急隊長ら約90人を集め緊急研修を行う。 

         2 月 6 日掲載：毎日新聞社 

2013年2月16日（土）にムトウ本社会議室に

おいて「第4回卒後教育セミナー」が開催されま

した。今回はテーマを「植込み型除細動器(ICD)」

とし、各メーカーの方々の多大なるご協力のも

と開催され、ICD・CRT-D､アブレーション等

の関連業務に関して有意義なセミナーとなりま

した。 

また、特別講演でご講演頂いた札幌医科大学

附属病院第二内科の下重晋也先生をはじめ、共

催いただいた企業の皆様、司会の先生方にこの

場を借りて感謝申し上げます。 

 

卒後教育セミナー特別講演の様子 

 今回の医療安全セミナーは改めて命の尊さを

見つめ直す機会となり、医療現場での安全を考

えるうえで大変有意義なものとなりました。  

また、ご講演頂いた先生方、ご後援いただい

た北海道看護協会の皆様、共催いただいた企業

の皆様、司会の先生方にこの場を借りて感謝申

し上げます。 

医療安全セミナー特別講演の様子 

2013 年 3 月 17 日（日）に北大学術交流会館

において「第 7 回医療安全セミナー」が開催さ

れました。今回は社団法人 北海道看護協会の

ご後援を頂き、「さまざまな視点から医療安全を

学ぶ！」をメインテーマとして教育講演が 5 講

演行われました。管理が難しい在宅人工呼吸管

理のノウハウを含めた人工呼吸器安全管理、新

しい酸素療法、生体情報モニタ安全管理、昨年

年末に胆振地区で発生した暴風雪による大規模

停電の生の教訓をお話して頂きました。  

 さらに特別講演では、ご主人を人工呼吸器事

故で亡くされ、その後は病院職員として阪南中

央病院 患者情報室「とまり木」の運営と医療

安全管理室のメンバーとしても活動されておら

れる北田淳子先生にご講演をしていただきました。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2013 年 5 月 18 日（土）、19 日（日） 

「第 23 回日本臨床工学会」 
会場 山形テルサほか 

山形市双葉町1-2-3 

http://www2.convention.co.jp/ja-ces23/ 

****************************************** 

2013 年 6 月 9 日（日） 

「第 83 回 北海道透析療法学会学術大会」 
会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌 6 条 1 丁目 1-1 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 

2013 年 6 月 20 日（木）～23 日（日） 

「第58回 日本透析医学会学術集会」 
会場 福岡国際会議場、他 

福岡市博多区石城町2-1 

http://www.congre.co.jp/jsdt2013/ 
****************************************** 

平成 24 年度 2 月～3 月までの理事会において

以下の報告・協議がされました。 

・ 平成 25年度事業計画、予算案について 

・ 医学中央雑誌への寄稿について（登録済み） 

・ 北海道・東北臨床工学技士連絡協議会について 

・ 会費規定について 

・ 定年退職者等によるアシスト制度の構築について 

・ 会費自動振込・団体賠償責任保険の啓蒙に

ついて 

平成 25 年 4 月末日までに公益社団法人 北海

道臨床工学技士会へ入会された新卒者限定で、

下記のキャンペーンを行います。 

北海道臨床工学技士会団体賠償責任保険に加

入する際に、平成 25年 5月から 8月末日までの 4

ヶ月分の保険料を無料とします。但し、平成25年4

月末日までにご加入頂いた場合のみの適応となり

ます。 

新卒者の当技士会への入会を促し、さらに平成

24 年 9 月から開始された団体賠償責任保険の契

約数が計画よりも少ないことから加入者増を目的と

した期間限定キャンペーンです。 

全道の臨床工学技士が結束し、一人の力では

成し得ない国や上部団体への働き掛けや、我々の

立場を主張するためには全道、全国の臨床工学技

士が一つにまとまる必要があります。それぞれがバ

ラバラでは何も出来ませんし、自分たちの立場をも

守ることは出来ません。 

4 月から働く新卒者の皆様は、これを機に是非と

も北海道臨床工学技士会に入会され、リスクの高

い医療職としての社会的責任を果たすためにも責

任賠償保険に加入されることを強くお勧めします。

医療事故は決して他人ごとではありません。命に対

して責任を持つ、責任を取るということは大変なこと

なのです。 

入会希望の方は、当会ホームページ「事務局入

会案内」より入会手続きをしてください。 
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